






はじめに 

妊婦と胎児の相互作用を考えるうえに,妊婦に繰り返し与えられた音環境が胎児の行動発

達にもなんらかの役割りを果たすのではないかと考えられる。これはすでに筆者が子宮内

音を記録し,母体大動脈血流音に母親の音声が重なって記録されることおよび子宮外から

与えた震音が同じく大動脈血流量に重なって記録されることからも明らかである。しかし,

子宮内に伝達されたこれらの音刺激がはたして児が感受するかについては,音刺激直後に

胎児心拍数が急上昇することによって児がレスポンスを示すことを認めたのである。 

そこで今回は,母体の生活環境の音刺激の面で分類し,生まれた新生児については

Brazelton の新生児行動発達検査法を実施して相互の関係を求めた。 


